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発表内容 １．CTX-M 型基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)産生大腸菌 

ヒト由来株について血清型別の特徴、病原遺伝子保有および薬剤感受性

などを報告した。CTX-M 型 ESBL 産生菌はヒト糞便由来株は O1:H6 は 12 株、

O25:H4 は 11株および O86a:H18 は 5株など 17種類の血清型で 49株確認さ

れ、この 3 種類の血清型で 57％を占めた。また、2010 年に初めて O78:H9

が確認された。CTX-M groupは糞便由来株ではCTX-M-1groupが4株、CTX-M-2 

group が 5 株、CTX-M-8 group が 2 株および CTX-M-9 group が 38 株であっ

た。CTX-M-14 型が 17 株、CTX-M-15 型が 3株などであった。諸外国の ESBL

産生大腸菌の中で病原性があり同一クローンとして注目されている

CTX-M-15 型、フルオロキノロン耐性、ST131、系発生群が B2 の O25:H4 型

株が、2009 年のヒト糞便由来株において当センターで初めて確認された。

病原遺伝子保有状況については、O1:H6、O25:H4、O25:HNM、O86a:H18 お

よび O111:HUT の ESBL 産生菌はいずれも非保有株であった。薬剤感受性で

は、平均耐性薬剤数は O1:H6 の 12 株では 8.2 剤、O25:H4 と O25:HNM の計

14 株では 6.3 剤、それ以外の 23 株では 5.0 剤であった。MIC 値は CTX およ

び CTRX は 64μg/mL、CAZ は 4μg/mL、CPR は 12μg/mL をピークとする 1

峰性を示した。 
２．腸管出血性大腸菌感染症発生状況 
平成 8年から現在までに、県内では 535名の腸管出血性大腸菌感染症患
者が発生し、そのうち O157は 422名、O26は 71名、O111は 6名で、そ
の他に、13種類の血清型が確認された。当センターにおける濃厚接触者糞
便検査で、O157 では 118/1,310 名（9.0％）、O157 以外では 38/257 名
（14.8％）が陽性となり、全患者数の約 29％を占めた。 

O157患者の血便および HUS（溶血性尿毒症症候群）の有無について、
男女別に有症者に対する発生率をみると、血便は男性が 53.0％および女性
が 65.6％、HUSは男性が 0.6％および女性が 4.0％であった。 
 

 


